　高木仁三郎市民科学基金　助成申込書の記入について

●　次ページ以降の助成申込書の各欄に記入した上で、
　　① 高木基金事務局に電子メール（info@takagifund.org）で送信して下さい。
応募期限は2023年5月10日（水）午後9時です。

　　② この申込書以外に、資料類（図表、写真、新聞記事、その他）を添付する場合は、
Ａ４サイズ×４頁までとし、資料類を含むメールのサイズは5MB程度に収めて下さい。
大量の文献、パンフレット、書籍などはお送りいただいても選考の参考としては扱えません。
●　この申込書は、本ページを除き、Ａ４用紙８ページとなるように作成しています。
記入欄に書ききれない場合等は、全体のページ数を変更しない範囲で、適宜、書式を調整して 
構いません。
●　応募フォームのヘッダーには、忘れずに申込者名（グループ名）を記入して下さい。

受付No.＜　　＞は、事務局で記入しますので、空欄のままにして下さい。

●　調査研究のテーマと概要については、英文でも記入して下さい。
　　なお、英文概要が応募期限までに間に合わない場合、当該部分（申込書２ページ目）のみ、5月17日（水）までに提出することを認めます。
●　青字の部分は記入上の説明です。
●　アジアの個人・グループへの助成については、申し込み方法が異なりますので、事務局に
お問い合わせ下さい。

· 事前相談を希望される場合は、本申込書に下書きを用意した上で、原則として5月1日までに、事務局へメールでお申し込み下さい。
申込書送付先(問い合わせ先)：高木仁三郎市民科学基金　事務局

〒160-0003東京都新宿区四谷本塩町4-15新井ビル3階

Tel： 03-3358-7064　事務局携帯：070-5074-5985 

E-mail: info@takagifund.org

　　　　　　　　　＜この頁は、提出時には削除してください＞

高木仁三郎市民科学基金　助成申込書
　　　　　記入日　2023年　　月　　日

１．助成申込のテーマ・助成申込金額
	調査研究のテーマ
	和文
	

	
	英文
	

	助成申込金額
	　　　　，　　０，０００円　万円単位で記入してください。
　上限金額は、過去の助成実績によって異なります。

	調査研究の期間・継続性の
確認
該当するものに○をつけてください

	
	単年度の調査研究の新規の応募

	
	
	過去に助成を受けた同種の調査研究を継続する応募

	
	
	
	助成年度：　　　年
	助成金額：　　　　　万円

	
	
	
	その際の調査研究テーマ：


	
	
	今後３年程度の複数年にわたる調査研究の1年目としての応募

	過去の助成・応募実績の
確認
該当するものに○をつけてください

	
	高木基金にはじめて応募する
	助成申込金額の上限：100万円

	
	
	高木基金に応募したことがあるが助成を受けたことはない
	

	
	
	高木基金から過去に1回、助成を受けたことが
ある（グループメンバーを含む）
	

	
	
	高木基金から過去に2回以上、助成を受けたことがある（グループメンバーを含む）
	助成申込金額の上限： 50万円


２．助成申込者の概要
	助成申込者

代表者は、団体の正式な代表であるかどうかに関わらず、助成研究に取り組むグループの実質的な代表者として下さい。

郵便番号、住所等の数字は、半角で記入して下さい。

	氏名・代表者名
	

	
	〃 ローマ字表記
	

	
	生年および年齢
	西暦　　　　　年生まれ　　　　才

	
	所属先(大学･機関等)
	

	
	グループ名
	

	
	グループ名英文表記
	

	
	郵便番号
	

	
	住　　所
	

	
	ＴＥＬ
	

	
	携帯電話
	

	
	E-Mail
	

	
	ＵＲＬ
	http://

	連絡担当者
申込者と異なる場合のみ記入してください。
	氏　　名
	

	
	郵便番号
	

	
	住　　所
	

	
	ＴＥＬ
	

	
	携帯電話
	

	
	E-Mail
	

	共同研究者

共同研究者がいる場合のみ記入してください。
	氏名（所属など）


	　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	
	
	　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	
	
	　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

	
	
	　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）


３．調査研究の内容

	３－１
調査研究の概要

3-2以降の項目を要約して、和文（600字）、
英文（400語）程度で
記入して下さい。


	和

文
	

	
	英

文
	


	３－２
対象とする問題の概要と「市民科学」としての重要性、緊急性

対象とする問題が、どのような理由で「市民科学」の課題として重要なのか、緊急性をもつのかという問題意識を説明して下さい。
	＜問題の概要＞
＜市民科学としての重要性＞

＜緊急性＞



	３－３
対象とする問題に関するこれまでの論点、先行研究、当事者の見解・主張など

対象とする問題に関するこれまでの論点や当事者の主張等を客観的に説明して下さい。
	

	３－４
この調査研究の手法と
ねらい

この調査研究計画では、どのような角度から何を調査し、分析するのか、手法とねらいを、先行研究や当事者の主張等とも対比しながら簡潔に説明して下さい。
	＜調査研究の手法＞
＜調査研究のねらい＞



	３－５
この問題に取り組むことになった動機やきっかけ

	

	３－６
関連するテーマでの
これまでの研究実績等
関連するテーマでの研究発表等の実績を時系列で記入して下さい。その研究に要した金額と、受給した助成金の明細など、その資金をどのように確保してきたかについても可能な範囲で記載して下さい。
	

	３－７

調査研究の実施方法と
具体的なスケジュール
3-4に記載した調査研究の手法をどのように実施するのかが具体的にわかるよう、年間の実施スケジュールとともに説明して下さい。

	＜調査研究の実施方法＞

＜実施スケジュール＞

	
	2023年7月
まで


	

	
	8月
	

	
	9月
	

	
	10月
	

	
	11月
	

	
	12月
	

	
	2024年1月
	

	
	2月
	

	
	3月
	

	
	4月
	

	
	5月
	

	
	6月
	

	
	7月
	

	
	8月
	

	1年の助成期間終了後の予定など
複数年にわたる調査研究の場合は具体的に記載してください。

	

	３－８
調査研究の成果を

どのように活かすのか
調査研究によって明らかにされた結果等を、どのようなステークホルダーに、どのような方法で提示し、それによる問題の解明や解決に対して、どのように貢献することを目指すのか、具体的な展望を説明して下さい。


	＜期待される調査研究の成果＞
＜研究成果をどのような方法で、誰に対して発表するか＞
＜研究成果は、対象とする問題の解明や解決にどのように寄与するか＞




４．資金計画
調査研究全体の支出（高木基金の助成金以外の収入を充当する部分を含む）について千円単位の概数で記入してください。
パソコン・デジタルカメラなど、一般的な使用に供されるものは、助成金からの支出を認めない場合があります。

人件費を計上する場合は、対象となる業務の内容、人件費の単価（日当または時給）を明記してください。
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額単位：千円）

	支 出 費 目
	　　　明細・計算根拠など
	支出全体

の金額
	高木基金の助成金を充当する金額
	他の助成金を充当する金額
	自己資金

を充当する金額

	旅費・滞在費
	
	
	
	
	

	資料費
	
	
	
	
	

	機材･備品費
	
	
	
	
	

	会議費
	
	
	
	
	

	印刷費
	
	
	
	
	

	協力者謝礼等
	
	
	
	
	

	外部委託費
	
	
	
	
	

	人件費
	
	
	
	
	

	運営経費
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合　　　　計
	
	
	
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑<a>　　　　↑<b>　　　　　↑<c>　　 　↑<d>

<a>＝<b>＋<c>＋<d>　となることを確認して下さい。また、<b>が１ページ目の助成希望額と一致することを確認してください。
他の助成金については、下記に助成団体名・助成希望額を記入し、助成の確度について、該当のものを○で囲んでください。

	他の助成団体名
	

	他の助成金希望額
	万円　
	助成の確度（ 　申請予定　　申請中　　確定　     ）


５．高木基金へ応募について
	５－１
高木基金を選んだ

理由
	

	５－２
高木基金の助成金

をどこで知ったか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	a) インターネットで検索した。　　　 b) メーリングリストで情報を得た。

c) 知人などから紹介された。　　　　d) 新聞・雑誌などの広告や記事を見た。

e) 高木基金から情報を得た。　　  f) 過去にも助成応募の経験がある
g) 応募説明会に参加した。　　　　 h) 助成募集のポスターを見た。
i） その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


６－１　助成申込団体の概要　　助成申込者が個人の場合、記入は不要です。団体でも、活動を開始したばかりの場合等、
記入が困難な場合は、その事情などを表の一番下の「補足事項」の欄に記入してください。
	団体の名称
	

	組織の基盤


	スタッフ（有給/無給）
	　　有給　　　人　　　／　無給　　　人

	
	役　員　（有給/無給）
	　　有給　　　人　　　／　無給　　　人

	
	主な役員・スタッフの氏名および役職
	

	
	会員・支援者の規模
	年間支援者数　　　　約　　　　名

	
	機関誌等の発行状況
	定期発行物の有無
	ある　　　　ない

	
	
	発行形態・頻度　　
	

	
	
	発　行　部　数
	

	
	ＵＲＬ
	http://

	
	その他、組織基盤に

関する補足事項


	

	財政の状況

	事業年度
	前々期（　　　～　　　）
	前期（　　　～　　　）

	
	会費収入
	千円
	千円

	
	寄付収入
	千円
	千円

	
	事業収入
	千円
	千円

	
	助成金等
	千円
	千円

	
	　助成団体の名称
	
	

	
	その他の収入
	千円
	千円

	
	収入合計
	千円
	千円

	
	事業費（除く人件費）
	千円
	千円

	
	人件費
	千円
	千円

	
	管理費
	千円
	千円

	
	その他の支出
	千円
	千円

	
	支出合計
	千円
	千円

	
	年度収支
	千円
	千円

	
	繰越収支残高
（NPOの正味財産）
	千円
	千円

	
	その他、財政状況に

関する補足事項


	
	


６－２　高木基金から受けた助成の実績　　３回以上助成を受けている場合は、直近の３回について記入してください。
	年　度
	助成金額
	助成のテーマ

	年度
	万円
	

	年度
	万円
	

	年度
	万円
	


６－３　助成申込者（個人・グループ）のプロフィール、特徴など
・

・

・

・

６－４　過去２年程度の調査研究活動等（助成応募のテーマに限らない）の概要とその成果　
・

・

・

・

６－５　今後３年程度の調査研究活動等（助成応募のテーマに限らない）の計画と目標

・

・

・

・

６－６　その他、特記事項や要望など（必要に応じて記述して下さい。）
・

・

記入欄は以上です。
1

